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「講話」。その名のとおり，著者が語るように著された，憲法の新しい教科書です。論点や法
令・判例は，教科書として標準的なものが取り上げられています。憲法を初めて学ぶ人に
も，理解が難しくないように，すでに憲法を学んだことのある人にも，さらに理解が深まる

ように，シンプルに見えて実は工夫の凝らされた文章です。入門の教科書で 460ページ（本文は約
400ページです）というと，少し分厚いと思われるかもしれませんが，24回の講義を聴くような気持
ちで読み進めてもらえる一冊になっています。
　記されているのは，憲法は日本の社会で現にどんな働きをしているか。どのような流れの中に今があ
るのか。そして随所で，心に留めたい言葉が語られてもいます。憲法を学ぶための教科書であることは
もちろん，それだけでなく，私たち 1人ひとりの良識に呼びかける本でもあります。装丁，印刷・製
本も素敵ですから，文章も本のかたちも，全部を味わっていただけたらと思います。（三宅）
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“読み物的な教科書”“教科書的な読み物”を目指しました。

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641227828

